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＜審議の経緯＞ 

2008 年 4 月 11 日 厚生労働大臣より水道により供給される水のシス-1,2-ジ

クロロエチレンの水質基準廃止及び 1,2-ジクロロエチレ

ン（シス体及びトランス体）の同基準設定に係る食品健康

影響評価について要請、関係書類の接受 
2008 年 4 月 17 日 第 234 回食品安全委員会（要請事項説明） 
2008 年 5 月 13 日 第 3 回化学物質・汚染物質専門調査会幹事会 
2008 年 5 月 27 日 化学物質・汚染物質専門調査会座長より食品安全委員会委

員長へ報告 
2008 年５月 29 日 第 240 回食品安全委員会（報告） 

（同日付で厚生労働大臣に通知） 
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要  約 

 

 水道により供給される水のシス-1,2-ジクロロエチレンの水質基準廃止及び 1,2-ジ
クロロエチレン（シス体及びトランス体）の同基準設定に係る食品健康影響評価を

行った。 
清涼飲料水に係る化学物質としてシス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-

ジクロロエチレンについて行った評価を適用し、マウスを用いたトランス異性体の

90 日間の飲水投与試験による血清中 ALP の上昇に基づき NOAEL を 17 mg/kg 体

重/日とし、不確実係数 1000（個体差、種差各 10、亜急性試験 10）で除した 17 μg/kg 
体重/日を 1,2-ジクロロエチレン（シス-1,2-ジクロロエチレンとトランス-1,2-ジク

ロロエチレンの和）の耐容一日摂取量（TDI）と設定した。 
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平成 19 年 3 月 15 日に食品安全委員会は厚生労働省に対し、清涼飲料水に係る化

学物質の食品健康影響評価（1,2-ジクロロエチレン）の結果として、「1,2-ジクロロ

エチレン（シス-1,2-ジクロロエチレンとトランス-1,2-ジクロロエチレンの和）の耐

容一日摂取量を 17μg/kg 体重/日と設定する」と通知した（参照１）。 
水道法に定められる水質基準では、現在、「シス-1,2-ジクロロエチレン」につい

てのみ基準が設定されている。しかし、厚生労働省では、上記の清涼飲料水の評価

を踏まえ、シス体とトランス体を合算して評価することが適切と考え、「シス-1,2-
ジクロロエチレン」に係る水質基準を廃止し、新たに「シス及びトランス-1,2-ジク

ロロエチレン」に係る水質基準を設定することとし、食品安全委員会において、そ

の食品健康影響評価を行うこととなった。 
清涼飲料水の評価以降、安全性が懸念される新たな知見の報告は認められないこ

とから、水道により供給される水の水質基準の設定に係るシス及びトランス-1,2-
ジクロロエチレンの食品健康影響評価においては、清涼飲料水に係る化学物質とし

て耐容一日摂取量を設定したシス及びトランス-1,2-ジクロロエチレンの食品健康

影響評価の結果を適用できると考えられる。 
 

Ⅰ．評価対象物質の概要 

１．用途 

【シス体】トランス異性体との混合物として他の塩素系溶剤の製造工程中に反

応中間体として使用。溶剤、染料抽出、香料、ラッカー等にも使用。 
【トランス体】シス異性体との混合物として他の塩素系溶剤の製造工程中に反

応中間体として使用。溶剤、染料抽出、香料、ラッカー等にも使用。 
（参照 2） 

 

２．化学名、分子式、分子量、構造式 

 

一般名 シス-1,2-ジクロロエチレン トランス-1,2-ジクロロエチレン

IUPAC（和名） (Z)-1,2-ジクロロエテン (E)-1,2-ジクロロエテン 
（英名） (Z)-1,2-dichloroethene (E)-1,2-dichloroethene 

156-59-2 156-60-5 CAS No.1 
540-59-0（Mixed isomers） 

分子式 C2H2Cl2  
分子量 97 

                             
1参照 2 には、1,2-ジクロロエチレンの CAS No.である 540-59-0 のみの記載であるが、番号を

運営・管理している米国化学会の一部門である CAS（Chemical Abstracts Service）ではシス、

トランス体それぞれに No を付与している。 
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構造式    

    

 

 

 

３．物理化学的性状 

名称 シス-1,2-ジクロロエチレ

ン 
トランス-1,2-ジクロロエ

チレン 
物理的性状 特徴的な臭気のある、無色の液体 
沸点（℃）  60.3 48.0～48.5 
融点（℃）  -81.5 -49.4 
比重（水=1） 1.28 1.26 
水への溶解性 溶けにくい 
水ｵｸﾀﾉｰﾙ分配係数（log Pow） 1.86 2.09 
蒸気圧（kPa（20℃））  24.0  35.3 
 

４．現行規制等 

（１）法令の規制値等 

（２）諸外国等の水質基準値またはガイドライン値 

WHO  （mg/L）： 0.05【シス及びトランスの和として】（第 3 版） 
EU  （mg/L）： なし 
US EPA（mg/L）：【シス体】 0.07（Maximum Contaminant Level）、 
    【トランス体】 0.1（Maximum Contaminant Level） 

 

Ⅱ．安全性に係る知見の概要 

暴露状況 

平成 17 年度水道統計における、シス-1,2-ジクロロエチレンの水道水の検出状況

（表 1）は、原水において、最高検出値は水道法水質基準値（0.04 mg/L）の 100%

名称 シス-1,2-ジクロロエチレン トランス-1,2-ジクロロエチ

レン 
水質基準値（mg/L）  0.04  － 
水質管理目標（mg/L）  － 0.04 
環境基準値（mg/L） 0.04  － 

給水装置の構造及び材質の

基準 0.004 mg/L 
 － その他の基準値 

労働安全衛生法：作業環境評価基準(ppm)：150 
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超過（1/5,238 地点）であったが、大部分は 10%以下（5,228/5,238 地点）であっ

た。一方、浄水においては、最高検出値は水質基準値の 40%超過～50%以下（1/5,198
地点）であったが、大部分は水質基準値の 10%以下（5,187/5,198 地点）であった。

また、平成 17 年度水道統計における、トランス-1,2-ジクロロエチレンの水道水の

検出状況（表 1）は、原水・浄水ですべて水質管理目標値（0.04 mg/L）の 10%以

下（原水 1,410/1,410 地点、浄水 1,700/1,700 地点）であった。 
 

表 1 水道水（原水・浄水）での検出状況（参照 3） 

○シス-1,2-ジクロロエチレン 

       基準値に対する度数分布表 

10%以下 

10%超

過 

20%以

下 

20%超

過 

30%以

下 

30%超

過 

40%以

下 

40%超

過 

50%以

下 

50%超

過 

60%以

下 

60%超

過 

70%以

下 

70%超

過 

80%以

下 

80%超

過 

90%以

下 

90%超

過 

100%以

下 

100%超

過 
浄水

／ 

原水

の別 

水源種別 
測定 

地点数 
～ 

0.004 

(mg/L) 

～

0.008 

(mg/L)

～

0.012

(mg/L)

～

0.016

(mg/L)

～

0.020

(mg/L)

～

0.024

(mg/L)

～

0.028

(mg/L)

～

0.032 

(mg/L) 

～

0.036 

(mg/L) 

～

0.040

(mg/L)

0.041

(mg/L)

～ 

全体 5,238 5,228 4 2 0 1 1 0 1 0 0 1

表流水 1,028 1,028 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ダム、湖沼水 310 310 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地下水 3,114 3,104 4 2 0 1 1 0 1 0 0 1

原水 

その他 786 786 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全体 5,198 5,187 8 0 2 1 0 0 0 0 0 0

表流水 953 953 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ダム、湖沼水 296 296 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地下水 2,804 2,799 2 0 2 1 0 0 0 0 0 0

浄水 

その他 1,142 1,136 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（平成 17 年度調査結果） 

○トランス-1,2-ジクロロエチレン 

       目標値に対する度数分布表 

10%以下 

10%超

過 20%

以下 

20%超

過 30%

以下

30%超

過 40%

以下

40%超

過 50%

以下

50%超

過 60%

以下

60%超

過 70%

以下

70%超

過 80%

以下 

80%超

過 90%

以下 

90%超

過

100%以

下 

100%超

過 
浄水

／ 

原水

の別 

水源種別 
測定 

地点数 

～0.004 

(mg/L) 

～

0.008 

(mg/L)

～

0.012

(mg/L)

～

0.016

(mg/L)

～

0.020

(mg/L)

～

0.024

(mg/L)

～

0.028

(mg/L)

～

0.032 

(mg/L) 

～

0.036 

(mg/L) 

～

0.040

(mg/L)

0.041

(mg/L)

～ 

全体 1,410 1,410 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表流水 444 444 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ダム、湖沼水 138 138 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地下水 688 688 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

原水 

その他 140 140 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全体 1,700 1,700 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表流水 421 421 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ダム、湖沼水 127 127 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地下水 837 837 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

浄水 

その他 314 314 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（平成 17 年度調査結果） 
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Ⅲ.食品健康影響評価 

清涼飲料水に係る化学物質としてシス及びトランス-1,2-ジクロロエチレンにつ

いて行った評価を適用し、マウスを用いたトランス異性体の 90 日間飲水投与試験

における血清中 ALP（アルカリフォスファターゼ）の上昇に基づき NOAEL を 17 
mg/kg 体重/日とした。特にシス異性体において有用なデータが限られていること

から、評価値はシス異性体とトランス異性体の和で算出し、不確実係数 1000（個

体差、種差各 10、亜急性試験 10）で除した 17 μg/kg 体重/日を 1,2-ジクロロエチ

レン（シス-1,2-ジクロロエチレンとトランス-1,2-ジクロロエチレンの和）の耐容一

日摂取量（TDI）と設定した。 
 

 
TDI                   17 μg/kg 体重/日 

（シス-1,2-ジクロロエチレンとトランス-1,2-ジクロ

ロエチレンの和） 

   （TDI 設定根拠）       亜急性毒性試験 
  （動物種）        マウス 
  （期間）        90 日間 
  （投与方法）        飲水投与 
  （NOAEL 設定根拠所見） トランス異性体の投与における血清中 ALP の上昇 
  （NOAEL）         17 mg/kg 体重/日 

（不確実係数）        1000（個体差、種差各々：10、亜急性試験：10） 
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